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（
４
〜
７
ペ
ー
ジ
中
段
ま
で
）

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
24
人
39
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
）

立川断層帯の地震発生確率
高まったことに対する
市防災対策の考え方は

耐 震 化 の 促 進 と
市民の防災意識の向上を図る

自 主 防 災 組 織 の
　活動マニュアルを作成する考えは

活動指針となるマニュアル作成は
必 要 と 考 え て い る

高

齢

者

の

住

ま

い

に

つ

い

て

今

後

の

市

の

取

組

は

サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
の
整
備
を
含
め

今
後
の
方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い

府中駅南口Ａ地区再開発ビルの
屋上を一般開放する考えは

保 留 床 屋 上 部 分 の
一般開放を検討していきたい

保
育
所
等
の
待
機
児
童
解
消

平
成
24
年
４
月
以
降
の
対
応
策
は

認
証
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
等
で
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い

環

境

政

策

等

実

施

の

た

め

の

基

金

を

設

置

す

る

考

え

は

平
成
23
年
度
内
の
基
金
設
置
に
向
け

準

備

を

進

め

て

い

く
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　▲府中駅南口Ａ地区完成予想図

▲子どもたちの健やかな成長のために　
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市
川　

一
德
議
員（
市
政
）　

国
は
、

全
国
の
活
断
層
を
再
評
価
し
た
結

果
、
立
川
断
層
帯
の
地
震
発
生
確

率
が
高
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
公
表
し
、
多
く
の
市
民
は
不

安
を
抱
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
国
の
公
表
を
受
け
て
、

今
後
の
防
災
対
策
へ
の
考
え
方
と

市
内
の
被
害
想
定
を
聞
き
た
い
。

市
長　

国
に
よ
る
と
南
関
東
と
い

う
と
ら
え
方
で
は
、
今
後
30
年
以

内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
程
度
の

地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
約
70
％

と
予
測
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地

震
に
備
え
、
公
共
施
設
の
計
画
的

な
耐
震
化
や
一
般
住
宅
の
耐
震
化

促
進
等
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の

更
な
る
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

環
境
安
全
部
長　

市
地
域
防
災
計

画
の
被
害
想
定
と
今
回

の
立
川
断
層
帯
の
地
震

想
定
規
模
が
同
程
度
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
同
防
災

計
画
に
お
け
る
市
内
被

害
想
定
は
震
度
６
強
で
、

全
壊
が
５
２
８
棟
、
死

者
72
人
、
地
震
直
後
の

避
難
者
数
は
４
万
５
０

０
０
人
に
な
る
と
想
定

し
て
い
る
。

小
野
寺　

淳
議
員（
市
政
）　

本
市

で
は
、
平
成
22
年
２
月
２
日
か

ら
ご
み
収
集
方
法
の
改
革
を
行
い
、

家
庭
ご
み
の
有
料
化
・
戸
別
収
集

等
の
施
策
に
お
い
て
は
一
定
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、
環
境
政
策

等
を
安
定
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
、
ご
み
収
集
有
料
化
の
増
収
相

当
額
を
有
効
活
用
し
た
基
金
を
設

置
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

現
在
、
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
太
陽
光
発
電
設
備
等
へ
の
助

成
事
業
、
緑
化
推
進
等
の
自
然
保

護
施
策
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
ご
み
減
量
施
策
な
ど
多
様

山
上　

稔
議
員（
市
フ
ォ
）　

「
高
齢

者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
た
が
、
法
律

の
概
要
と
、
改
正
さ
れ
た
背
景
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

同
法
律
の
目
的

は
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給
促

進
と
、
高
齢
者
の
入
居
を
拒
ま
な

い
住
宅
の
情
報
を
広
く
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
す
る
課

題
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
住
ま
い
を
確
保
す
る

取
組
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
背

景
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

単
身
高
齢
者
の
み
世
帯
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
高
齢
者

の
住
ま
い
に
つ
い
て
、
今
後
の
市

の
取
組
は
。

福
祉
保
健
部
長　

高
齢
者
が
自
宅

で
少
し
で
も
長
く
生
活
が
で
き
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
選
択
肢

と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
の
整
備
も
考
え
て
い
る
。

　

次
期
市
高
齢
者
保
健
福
祉
・
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
中

で
今
後
の
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

横
田　

実
議
員（
市
政
）　

本
市
に

お
け
る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
の
内

容
を
知
り
た
い
。

な
環
境
施
策
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
家

庭
ご
み
収
集
の
有
料
化
に
伴
う
手

数
料
相
当
額
の
一
定
割
合
を
、
環

境
政
策
推
進
の
た
め
の
施
策
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
有
効
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
展
開
に
向

け
て
安
定
し
た
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
23
年
度
内
の
基
金
設

置
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

他 

日
鋼
団
地
地
域
が
、
東
京
都
の
重
点

供
給
地
域
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
を
知
り
た
い

環
境
安
全
部
長　

主
に
災
害
時
要

援
護
者
の
安
否
確
認
や
、
食
料
の

ほ
か
救
助
や
炊
き
出
し
に
活
用
す

る
資
機
材
の
備
蓄
を
行
っ
て
い
る

組
織
な
ど
が
あ
る
。

議
員　

災
害
が
起
き
た
場
合
、
自

助
、
共
助
か
ら
成
る
地
域
防
災
力

の
底
力
が
復
旧
、
復
興
の
推
進
力

と
な
る
。
そ
こ
で
、
市
民
へ
の
防

災
意
識
啓
発
の
た
め
、
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
が
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
た
め
に
も
、
同
組
織

の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

活
動
の
指
針
と

な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
避
難
所

の
運
営
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
作
業
に
着
手
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
を
考
慮
し
た
上
で
同
組
織

の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な

る
活
性
化
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

石
川　

明
男
議
員（
市
政
）　

府
中

駅
南
口
Ａ
地
区
の
再
開
発
ビ
ル
は

地
上
15
階
と
な
る
計
画
だ
が
、
屋

上
部
分
を
一
般
に
開
放
す
る
考
え

は
。
ま
た
、
市
が
取
得
す
る
保
留

床
の
低
層
部
分
の
屋
上
活
用
に
つ

い
て
の
考
え
も
聞
き
た
い
。

地
区
整
備
推
進
本
部
長　

計
画
で

は
、
住
宅
を
上
層
階
に
配
置
し
て

お
り
、
建
物
中
央
部
に
は
屋
上
ま

で
吹
き
抜
け
の
開
口
部
を
設
け
て

い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の
関

係
も
考
慮
し
、
屋
上

の
一
般
開
放
は
想
定

し
て
い
な
い
。
市
が

取
得
す
る
保
留
床
の

屋
上
部
分
で
は
、
機

械
設
備
の
設
置
と
屋

上
緑
化
を
計
画
し
て

い
る
が
、
実
施
設
計

業
務
を
行
う
中
で
、

一
般
開
放
に
つ
い
て

も
組
合
と
協
議
し
、

関
係
部
署
を
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

多
く
の
市
民

臼
井　

克
寿
議
員（
市
政
）　

子
育

て
支
援
政
策
の
安
定
的
か
つ
長
期

的
な
実
施
は
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
保
育
所
等
の
待
機
児

童
解
消
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組

を
聞
き
た
い
。

市
長　

平
成

24
年
４
月
の

開
設
に
向
け

て
認
可
保
育

園
３
園
、
認

証
保
育
所
３

園
の
整
備
を

予
定
し
て
お

り
、
市
次
世

代
育
成
支
援

行
動
計
画
後
期
計
画
に
お
け
る
認

可
保
育
所
の
定
員
増
７
５
４
人
に

対
し
、
７
２
４
人
の
増
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
た
め
、
定
員
増
の

目
標
に
つ
い
て
は
一
定
の
目
途
が

つ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

本
市
で
は
予
測
以
上
に
人

口
が
増
加
し
て
お
り
、
必
然
的
に

保
育
所
等
の
入
所
希
望
者
も
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
24
年
４

月
以
降
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え

は
あ
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

更
な
る
取
組

と
し
て
、
認
証
保
育
所
や
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
な
ど
に
よ
り
待
機

児
童
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
26
年
度
ま
で
に

は
約
５
０
０
人
の
定
員
増
を
考
え

て
い
る
。

他 

電
力
供
給
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

か
ら
要
望
が
あ
る
府
中
駅
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
へ
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　

駅
周
辺
階
段
の

歩
行
者
調
査
を
参
考
に
、
利
用
者

が
多
く
か
つ
設
置
可
能
な
場
所
等

を
考
慮
し
、
具
体
的
な
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。


